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theasteroid belt･Therefore,thermalevolution ofdehydrated carbonaceouschondritesisimportantt0
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understandthematerialevolutionoftheprimitivehydrousasteroids.TherangesofmineraloglCalandchemical
































thisnew groups,dehydratedcarbonaceouschondritespresentin the mosthydrouscarbonaceouschondrites
groups.Thissuggeststhatheatingeventspostdatedaqueous alteration mighthavebeencommoninC-type
asteroids.
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論文審査の結果の要旨
中藤亜衣子提出の論文は,水質変質後に加熱脱水を経験したCM炭素質コンドライト隈石に対し､鉱物
学,岩石学的観察と化学組成分析､酸素同位体組成分析を行うことで､初期太陽系に存在した含水微惑星
の熱進化過程を明らかにしたものである｡実験結果の詳細は､下記のようにまとめられる｡まず､cMコ
ンドライトとして分類された40試料に対して､高エネルギー加速器研究機構の放射光X線回折分析を行い､
加熱脱水を経験した8試料を同定した｡この8試料の鉱物学 ･岩石学の観察には､光学顕微鏡､走査型電
子顕微鏡､透過型電子顕微鏡を用いた｡透過型電顕の試料作製は､ウルトラマイクロトームを使用した｡
有機物の分析には顕微ラマン分光装置を用い､酸素同位体分析には韓国国立極地研究所の質量分析計を利
用した｡
第一章では､炭素質コンドライト限石の分類と加熱脱水された試料に関する先行研究についてまとめて
いる｡第二章では､本論文の研究対象である限石試料および分析手法の説明を行っている｡第三章では､
酸素同位体分析装置の装置改良について説明があり､この改良によって､これまでは困難であった層状ケ
イ酸塩を含む始原限石の酸素同位体比測定時の酸素収率が改善された｡第四章では､加熱脱水した8試料
に対する観察 ･分析結果を示している｡放射光Ⅹ線回折分析と岩石学的観察の結果､8試料は加熱温度の
違いにより､熱変成度が強 ･中 ･弱の3グループに分けられることを示した｡それぞれのグループは､層
状ケイ酸塩の分解の程度､再結晶した無水ケイ酸塩の結晶化度､硫化物の微細組織などが異なる｡また､
ラマン分光分析により､炭素質物質の熟成度にも差異があることが認められた｡酸素同位体比は8試料す
べて異なるが､加熱脱水されていない通常のCMコンドライトと同じ組成の試料と､異なる組成の試料が
存在することがわかった｡第五章では､鉱物組み合わせ､硫化物微細組織､炭素質物質熟成度に基づいた
熟変成温度を推定した｡熱変成度が強 ･中 ･弱の3グループのそれぞれの変成温度は300-500℃､500-
600℃､750-1000℃と見積もられた｡また､酸素同位体比が通常のCMコンドライトと異なる試料は､新
しいタイプの炭素質隅石であることを指摘している｡分析結果を総合的に考えると､熟変成度が強の限石
グループは､衝撃により加熱脱水した可能性が高いと結論した｡
以上の研究は､中藤亜衣子が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
している｡したがって､中藤亜衣子提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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